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雪が舞う中での記念撮影

出
光
研
修
再
開

第
一
回
出
光
興
産
（
株
）

中
堅
社
員
研
修
宗
像
大
社
研
修
開
催

宗
三
十
年
以
上

に
亘
り
六
十
五

嬰
｀
け
乳
、

平
成
十
四
年
秋

の
研
修
で
幕
を

閉
じ
た
「
出
光

興
産
（
株
）
店
主

室
教
育
」
が
「
出

光
興
産
（
株
）
中

堅
社
員
研
修
」

と
名
称
が
変
わ

り
再
開
さ
れ
た
。

当
初
十
月
の
初

旬
に
開
催
す
る

霊
で
あ
っ
た
が
、

諸
般
の
事
情
に

よ
り
延
期
さ
れ

て
い
た
。

そ
れ
か
ら
約

半
年
後
、
二
月

六
5

八
日
の
二

泊
三
日
で
開
催
さ
れ
、
三
十
五S

四
十
歳
の
研
修
生
二
十
九
人
と
、

本
社
人
事
部
教
育
課
の
木
部
教
育

課
長
以
下
二
人
の
計
三
十
二
人
が

当
大
社
で
研
修
を
行
っ
た
。
今
後

も
年
二
回
開
催
す
る
予
定
。

一
日
目

二
月
六
旦
金
）
、
今
年
二
度
目
の

大
寒
波
が
北
部
九
州
を
襲
い
小
雪

が
舞
う
中
、
全
国
各
地
か
ら
研
修

生
が
当
大
社
清
明
殿
に
参
集
。
予

想
通
り
清
明
殿
の
場
所
が
分
か
ら

ず
戸
惑
い
が
み
ら
れ
た
が
、
定
刻

通
り
に
全
員
揃
う
。

開
始
奉
告
祭
に
参
列
後
、
研
修

日
程
に
入
る
。

開
講
式
、
中
野
人
事
部
長
講
話
、

白
衣
·
白
袴
の
痛
装
、
潔
斎
、
神
社

祭
式
作
法
（
朝
拝
習
礼
）
。

初
め
て
着
装
す
る
白
衣
・
白
袴
、

作
法
に
戸
惑
い
、
時
間
を
大
幅
に

遇
ぎ
た
為
、
予
定
講
義
を
一
っ
明

日
に
ま
わ
す
。

一
日
の
締
め
括
り
は
高
宮
斎
場

で
の
鎮
魂
。
午
後
八
時
、
寒
風
吹

3月祭事暦

開講式で挨拶をする高向権宮司

き
荒
ぶ
浄
闇
の
裏
参
道
を
懐
中
電

灯
の
灯
り
だ
け
を
頼
り
に
隊
列
を

組
み
、
無
言
で
百
八
段
の
石
段
を

進
む
。

到
麓
後
、
当
直
神
職
の
上
席
者

に
よ
る
「
鎮
魂
は
じ
め
」
の
掛
け
声
で

玉
砂
利
の
上
に
正
座
。
約
二
十
分

間
行
わ
れ
「
鎮
魂
や
め
」
の
声
で
終
了
。

時
間
は
短
か
っ
た
が
、
足
の
痺
れ

る
方
が
半
分
ほ
ど
い
た
。

そ
の
後
、
各
班
毎
に
順
番
で
潔
斎
。

清
明
殿
か
ら
洗
面
用
具
を
風
呂
敷

に
包
み
、
五
·
六
人
で
儀
式
殿
に
向

う
様
は
学
生
の
合
宿
の
よ
う
に
も

見
え
、
研
修
ら
し
い
光
景
で
あ
っ
た
。

〇毎月 1 • 15日月次祭
午前10時

高宮祭
第二宮・第三宮祭

午前11 時
総社祭

03月 4日午前11 時
氏貞公墓前祭
於•••宗像市上八

氏貞公墓前

03月 19日午前11 時

松尾神社祭

なら

社紋「楢の葉」
宗像大宮司家の家紋で

あリ、当大社の社紋。

現在この御神木は本殿

西側に樹齢五五0年を
経過し、今も変わらず
参拝者を見守っています。

世
界
最
古
の
木
造
建
築
物
で
あ
る
奈
良

の
法
隆
寺
は
、
我
が
国
の
木
造
建
築
技
術

の
象
徴
で
あ
る
。

木
組
み
で
主
要
な
構
造
を
作
る
卓
越
し

た
伝
統
技
術
は
、
現
存
の
宗
像
大
社
の
社

殿
に
も
用
い
ら
れ
、
四
百
余
年
も
の
間
神

郡
宗
像
を
見
守
り
続
け
て
い
る
。

自
然
の
素
材
で
あ
る
「
木
」
の
性
質
を
良

く
見
極
め
、
適
材
適
所
に
材
を
使
い
、
組

み
方
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
経
験
に
裏
打
ち

さ
れ
た
最
高
の
技
術
の
領
域
で
あ
る
、
『
職

人
の
技
j
で
完
成
さ
れ
た
建
築
物
。

こ
の
技
術
は
永
年
に
亘
り
、
地
域
と
募

ら
し
に
適
し
た
住
ま
い
づ
く
り
の
工
夫
が

職
人
の
手
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
き
た
が
、

近
代
建
築
工
法
の
多
様
化
や
合
理
化
、
更

に
「
真
の
職
人
」
の
高
齢
化
等
に
よ
っ
て
、
技

術
の
継
承
が
年
々
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

昨
年
末
、
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

「
家
づ
く
り
は
人
づ
く
り
、
国
づ
く
り
で
も

あ
る
。
」
と
い
う
主
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

次
代
に
向
け
人
を
育
て
、
知
と
技
術
を
伝

え
る
べ
く
、
天
工
育
成
塾
」
が
始
ま
り
、

第
一
期
生
五
十
名
が
三
年
間
、
講
義
と
技

術
修
得
の
職
人
研
修
に
日
々
励
ん
で
い
る
。

「
木
組
み
の
家
・
匠
の
技
J
に
こ
だ
わ
り
、

当
社
の
宮
大
工
で
も
あ
る
工
務
店
で
も
塾

生
を
受
け
入
れ
、
一
人
の
若
者
が
短
期
間

で
は
修
得
困
難
と
い
わ
れ
る
職
人
技
能
の

習
得
に
挑
み
、
毎
日
汗
を
流
し
て
い
る
。

全
国
各
地
で
志
あ
る
若
者
達
が
、
限
ら

れ
た
期
間
を
一
所
懸
命
に
「
木
」
に
向
か
っ

て
い
る
。
こ
の
小
さ
な
「
和
」
が
次
第
に
拡

が
れ
ば
、
必
ず
我
が
国
の
伝
統
文
化
は
復

権
し
、
未
来
へ
と
確
か
に
受
け
継
が
れ
て

ゆ
く
。

(
Y
.
I
)
神具・装束 結婚式場洋品 木組の家 匠の技

福岡店〒812-0045福岡市博多区東公園2-31
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宗像大社ホームページ http://www. munakata-taisha.or.jp/ 
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中津宮（大島）にて

午
後
九
時
入
浴
・
就
寝
゜

―
―
日
目

午
前
六
時
起
床
゜
潔
斎
後
白
衣
白
袴

に
着
装
し
、
清
掃
他
日
供
祭
準
備
。
同

に
つ
く

七
時
三
0
分
か
ら
日
供
祭
参
列
。
終
了

後
、
朝
食
を
と
り
神
宝
館
を
見
学
。
約

1
0
0
0点
の
国
宝
、
十
二
万
点
の
重

要
文
化
財
に
圧
倒
さ
れ
て
い
た
。

続
い
て
御
本
殿
を
背
景
に
神
島
宮
司

を
挟
ん
で
記
念
撮
影
。
雪
の
中
で
の
撮

影
は
出
光
研
修
史
上
初
め
て
で
あ
っ
た
。

同
十
時
か
ら
小
柳
陽
太
郎
先
生
の
講
演
。

終
了
後
、
昼
食
。

午
後
か
ら
は
、
白
衣
白
袴
を
ス
ー
ツ

に
着
替
え
、
大
島
へ
渡
島
。
波
高
は
な

ん
と
四
メ
ー
ト
ル
、
三
人
程
気
分
の
悪

そ
う
な
方
が
出
た
。
着
島
後
、
全
員
で

中
津
宮
正
式
参
拝
。
そ
の
後
、
二
班
に

別
れ
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
島
内
を
見
学
。

沖
津
宮
遥
拝
所
で
は
沖
ノ
島
を
ボ
ン
ヤ

沖津宮逢拝所よリ沖ノ島を拝す

リ
と
拝
す
こ
と
が
出
来
た
。
続
い
て
向

っ
た
御
嶽
神
社
で
は
、
沖
ノ
島
・
小
呂
々

島
宗
像
方
面
を
一
望
す
る
こ
と
が
出
来
、

寒
風
の
中
で
も
研
修
生
は
満
足
そ
う
で

あ
っ
た
。
帰
路
の
フ
ェ
リ
ー
は
追
い
風

の
た
め
さ
ほ
ど
掘
れ
ず
、
気
分
を
悪
く

す
る
方
も
な
か
っ
た
。

帰
社
後
、
夕
食
を
と
り
昨
日
予
定
し
て

い
た
当
大
社
の
御
由
緒
、
神
社
神
道
に
つ

い
て
の
講
義
を
受
け
る
。
そ
の
後
、
高
宮

斎
場
で
鎮
魂
、
本
日
は
昨
夜
の
倍
の
四

0

分
間
行
わ
れ
、
ほ
ぼ
全
員
に
痺
れ
を
体
験

い
た
だ
い
た
。
午
後
九
時
、
入
浴
・
就
寝
。

三
日
目

午
前
六
時
起
床
゜
潔
斎
後
、
白
衣
白

袴
に
着
装
し
、
清
掃
他
祭
典
準
備
。
同

七
時
三
0
分
か
ら
日
供
祭
並
び
に
研
修

修
了
奉
告
祭
に
参
列
。
朝
食
後
、
着
替
え
、

荷
物
整
理
を
し
午
前
九
時
三0分
社
務

所
前
に
整
列
。
神
島
宮
司
以
下
神
職
・
巫

// （罰中堅社員研修 旧）店主室教育研修

講義会場 清阻殿 儀式殿・清明殿

作法実習会揚 // 儀式殿

就寝場 // // 

食事会場 // 儀式殿食堂

潔斎場 儀式殿潔斎室 儀式殿潔斎室

// 個中堅社員研修 (1B)店誼教育研修

当大位社置研付修けの 宗像大社が最切（スタート） 宗像大社が最後（ゴー）レ）

日 程 2泊3 日 3泊4日～4泊5 日

人 数 30名 20名

主会場 清明殿 儀式殿

班 数 5 班 4 班

女
管
理
員
調
理
員
事
務
員
ら
全
職
員

の
見
送
り
を
受
け
、
離
宮
。

こ
の
後
、
一
行
は
宗
像
市
赤
問
の
店

圭
創
業
者
1
1

出
光
佐
三
翁
）
墓
参
、
創

業
の
地
門
司
を
見
学
し
上
京
。
千
葉
の

平
川
寮
で
二
月
二
十
日
ま
で
十
日
間
の

研
修
に
入
っ
た
。

従
前
と
の
違
い
は
左
記
の
通
り
。

二
泊
三
日
と
い
う
短
い
期
間
、
当
大

社
が
ス
タ
ー
ト
と
い
う
今
ま
で
な
か
っ

出光興産（株）
創
社
創
従

業 者
長
業
員

出光

天坊

佐三

昭彦

業

製 油 所

国内支店

海外事業所

関連会社

明治44年6月 2 日

3,306名

（平成 15年3月）

北海道千葉愛知・山口

18ヶ所

21都市

（平成 14年度）

192社

詳細は同社ホームページを参照

http://www.idemitsu.eo.jp/kaisya/ 

神職から作法の指導を受ける研修生

` 朝拝式（辺津宮・拝殿）

-------—-

た
ス
タ
イ
ル
の
研
修
に
神
社
側
も
方
針

を
戸
惑
っ
た
が
、
事
前
学
習
が
行
わ
れ

な
い
こ
と
を
生
か
し
、
と
に
か
く
経
験
・

体
験
を
と
実
際
に
感
じ
て
い
た
だ
く
こ

と
を
重
視
し
た
。
予
備
知
識
が
な
い
分

研
修
生
の
皆
様
の
今
後
益
々
の
御
健
勝

と
ご
活
躍
を
切
に
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

素
直
に
吸
収
し
て
い
た
だ
い
た
よ
う
に
思

う
。
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氏
八
満
神
社
仮
殿
遷
座
祭
斎
行

う
じ
は
ち
ま
ん

宗
像
市
田
島
に
鎮
座
す
る
氏
八
満
神

か
り
で
ん
せ
ん
ざ
さ
い

社
の
仮
殿
遷
座
祭
が
、
去
る
一
月
二
十

四
日
夕
刻
、
当
大
社
高
向
権
宮
司
以
下

神
職
三
名
奉
仕
し
斎
行
さ
れ
た
。

同
神
社
の
本
殿
・
拝
殿
は
江
戸
期
に
改

築
さ
れ
た
が
老
朽
化
が
進
み
、
こ
の
度

田
島
地
区
の
住
民
が
建
設
委
員
会
を
設

立
し
、
改
築
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

こ
の
祭
典
に
先
立
ち
同
二
十
一
日
に

は
仮
遷
座
祭
が
斎
行
さ
れ
、
同
神
社
に

合
祀
さ
れ
て
い
る
相
殿
神
の
御
神
体
が

仮
殿
へ
と
遷
座
さ
れ
た
。

二
月
七
日
に
は
建
設
委
員
会
代
表
、

（
株
）
弘
江
組
深
田
組
参
列
の
下
、
施
工

ち
ん
ち
さ
い

に
先
立
ち
土
地
鎮
め
の
為
の
鎮
地
祭
が

斎
行
さ
れ
て
い
る
。

当
日
は
寒
波
厳
し
く
降
雪
の
中
、
氏

八
満
神
社
建
設
委
員
会
副
委
員
長
吉

武
稔
氏
、
施
工
の
（
株
）

弘
江
組
を
始
め
工
事
関

係
者
、
多
数
の
氏
子
参

列
を
迎
え
た
。

厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
、

修
祓
・
祝
詞
奏
上
と
続

き
参
列
関
係
者
が
玉
串

に
敬
虔
な
祈
り
を
込
め

拝
礼
を
行
っ
た
。

次
い
で
神
殿
前
に
御

幕
が
張
り
廻
ら
さ
れ
古

体神
式
に
則
っ
た
厳
か
な
遷

御る
座
の
儀
が
行
わ
れ
た
。

れ癖
叩
即
に
御
奉
安
さ
れ
た

出を
御
神
体
が
弘
江
組
花
田

社神
社
長
・
中
野
部
長
に
捧

即
持
さ
れ
、
遷
御
の
御
列

澤

祭典の様子
-·.-~`ア/~·9 99999999, ;. }999 • 9 ;9一 ··999 ● 9999

宗像護国神社に遷座された御神体

は
仮
殿
と
な
る
宗
像
護
国
神
社
へ
と
向

か
っ
た
。

宗
像
護
国
神
社
に
到
着
後
、
氏
八
満

神
社
の
御
神
体
は
高
向
権
宮
司
の
手
で

仮
殿
へ
と
遷
座
さ
れ
、
氏
八
満
神
社
仮

殿
遷
座
の
儀
は
滞
り
無
く
終
了
し
た
。

氏
八
満
神
社
、
本
・
拝
殿
は
今
秋
に

竣
工
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

節
分
祭
斎
行

二
月
三
日
午
前
十
時
か
ら
祈
願
殿
で
節

分
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。

前
日
ま
で
の
寒
さ
も
和
ら
ぎ
好
天
の
中

で
の
祭
典
と
な
り
、
早
朝
か
ら
地
元
「
玄
海

幼
稚
園
」
、
開
園
し
一
年
が
経
つ
「
風
の
子

保
育
園
」
の
園
児
ら
、
氏
子
会
役
員
、
地
元

総
代
、
宗
像
市
・
郡
の
議
員
な
ど
約
百
人
が

参
集
し
、
祭
典
が
始
ま
っ
た
。

先
ず
神
前
に
お
供
え
さ
れ
た
約
一
万
袋

の
福
豆
袋
を
お
祓
い
し
、
神
島
宮
司
が
今

年
一
年
の
無
病
息
災
・
延
命
招
福
を
祈
る
祝

詞
を
奏
上
、
宮
司
、
参
列
者
代
表
ら
が
玉

串
を
奉
り
拝
礼
し
た
。

祭
典
終
了
後
、
神
職
二
人
が
、
祈
願
殿

め
い
げ
ん

正
面
階
段
上
で
「
嗚
弦
の
儀
」
を
行
っ
た
。

一
人
は
表
鬼
門
（
東
北
）
の
天
空
、
も
う
一
人

は
裏
鬼
門
（
南
西
）
の
地
上
に
向
け
て
、
葦
矢
·

桃
矢
を
そ
れ
ぞ
れ
三
度
射
て
、
天
地
の
邪

気
を
祓
い
消
め
た
。

そ
の
後
一
同
祈
願
殿
を
出
て
、
階
段
上

で
豆
打
ち
式
を
行
っ
た
。
階
段
下
に
は
平

節
分
祭
と
は

日
に
も
関
わ
ら
ず
約
三
百
人
の
参
拝
者
が

詰
め
か
け
、
今
か
今
か
と
待
ち
わ
び
る
中
、

高
向
権
宮
司
が
前
叫
し
「
鬼
は
外
、
福
は
内

l

の
第
一
声
を
唱
え
、
か
み
し
も
袢
姿
の
年
男

年
女
が
福
豆
を
一
斉
に
撒
く
と
、
方
々
で

歓
声
が
挙
が
っ
て
福
豆
を
拾
い
、
賑
や
か

な
内
に
全
て
の
儀
式
を
終
え
た
。

撒
か
れ
た
福
豆
袋
の
内
、
約
一
0
0
0

個
に
景
品
引
き
換
え
券
を
添
付
し
た
た
め
、

参
拝
者
は
豆
打
ち
式
終
了
後
も
交
換
所
に

並
ん
で
、
熊
手
・
破
呪
矢
・
干
支
ぬ
い
ぐ
る

み
、
切
手
シ
ー
ト
、
干
支
石
鹸
な
ど
の
景

品
と
交
換
し
、
壊
内
に
は
大
き
な
歓
声
が

嗚
り
響
い
た
。

現
在
「
節
分
」
と
は
立
春
の
前
日
、
太
陽

暦
で
は
二
月
三
日
ま
た
は
四
日
を
指
す
。

本
来
は
季
節
の
変
わ
り
目
で
あ
る
立

春
立
区
立
秋
立
冬
の
前
日
そ
れ
ぞ

れ
を
「
節
分
」
と
呼
ん
で
い
た
。
な
ぜ
立

春
の
前
日
の
み
が
特
に
頂
要
と
さ
れ
る

か
と
い
う
と
、
二
十
四
節
気
（
陰
暦
の

季
節
区
分
）
の
起
点
に
な
る
、
つ
ま
り

「
年
の
初
め
」
と
な
る
た
め
で
あ
る
。
そ

の
為
こ
の
日
に
災
難
を
除
き
、
悪
鬼
．

邪
鬼
を
追
い
払
う
、
或
い
は
厄
除
け
の

お
祓
い
を
う
け
、
一
年
間
の
無
病
息
災
・

つ
い

平
穏
無
事
を
御
祈
念
す
る
。

全
国
各
地
の
社
寺
で
、
こ
の
日
は
「
追

な塵
や
「
豆
打
ち
式
（
豆
ま
き
）
」
の
神
事
が

行
わ
れ
て
お
り
、
当
大
社
で
も
例
年
節

分
祭
で
「
嗚
弦
の
儀
」
「
豆
打
ち
式
」
が
行

わ
れ
て
い
る
。
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本殿での訓練。後ろは女性によるバケッリレー

一
月
二
十
六
日
午
前
九
時
五
十
分
、

突
然
火
災
報
知
器
の
ベ
ル
が
正
月
の
賑

わ
い
も
一
段
落
し
、
落
ち
着
き
を
取
り

戻
し
つ
つ
あ
る
大
社
境
内
に
鳴
り
響
い
た
。

「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
に
合
せ
、
大
社
自

衛
消
防
団
、
宗
像
地
区
消
防
本
部
、
宗

像
市
消
防
団
第
四
分
団
、
第
六
分
団
、

第
八
分
団
、
第
九
分
団
、
女
性
消
防
団

に
よ
る
合
同
防
火
訓
練
が
行
わ
れ
た
。

今
年
の
防
火
訓
練
は
、
昨
年
四
月
の
宗

像
市
と
玄
海
町
と
の
合
併
後
、
初
め
て

の
訓
練
で
旧
宗
像
市
の
消
防
団
第
四
·
六

分
団
並
び
女
性
消
防
団
も
初
参
加
と
な
り
、

大
規
模
な
防
火
訓
練
と
な
っ
た
。

当
日
、
午
前
九
時
五
十
分
、
本
殿
裏

の
森
よ
り
出
火
、
本
・
拝
殿
に
火
勢
が
迫

っ
て
い
る
と
の
想
定
で
発
煙
筒
が
焚
か
れ
、

炎
に
見
立
て
た
赤
い
旗
が
立
て
ら
れ
た
。

火
災
報
知
器
の
ベ
ル
の
音
と
共
に
、

本
殿
授
与
所
の
巫
女
よ
り
火
災
発
生
を

社
務
所
に
通
報
、
高
向
権

宮
司
の
指
令
を
受
け
た
大

社
自
衛
消
防
団
は
直
ち
に

現
場
へ
急
行
、
先
ず
巫
女

と
女
性
消
防
団
員
に
よ
る

バ
ケ
ッ
リ
レ
ー
と
施
設
消

火
班
の
神
職
、
管
理
員
は

境
内
の
屋
外
消
火
栓
、
地

下
消
火
栓
に
よ
り
初
期
消

火
活
動
に
あ
た
り
無
事
鎮

火
と
な
っ
た
。

続
い
て
午
前
十
時
、
折

か
ら
の
強
風
に
あ
お
ら
れ
、

祈
願
殿
に
延
焼
拡
大
し
た
と

の
想
定
で
引
き
続
き
訓
練
が

行
わ
れ
、
一
―
九
番
通
報
で
、

文
化
財
防
災
デ
ー

第
三
十
回
防
火
訓
練
を
実
施

昭
和
二
十
四
年
一
月
二
十
六
日
に
起
き

た
法
隆
寺
金
棠
の
貨
重
な
壁
画
焼
失
の
反

省
に
立
ち
、
文
化
財
保
護
と
防
火
管
理
体

制
の
意
識
を
高
め
よ
う
と
一
月
て
十
六
日

を
「
文
化
財
防
火
デ
ー
j
と
定
め
ら
れ
、
こ

の
運
動
は
全
国
的
に
広
が
り
を
み
せ
、
今

円
で
は
国
宝
・
文
化
財
を
要
す
る
全
国
各

地
の
神
社
・
仏
閣
に
て
防
火
訓
練
が
行
わ

れ
て
お
り
、
そ
の
防
火
風
景
は
テ
レ
ピ
、

新
聞
等
で
も
報
道
さ
れ
強
化
が
図
ら
れ
て

い
る
、
当
大
社
で
も
重
要
文
化
財
で
あ
る

辺
津
宮
本
殿
・
拝
殿
を
は
じ
め
神
宝
館
に

は
十
二
万
点
以
上
に
も
及
ぶ
文
化
財
を
所

有
し
て
お
り
、
こ
の
国
民
の
宝
を
守
る
為
、

毎
年
大
社
職
員
は
勿
論
、
地
域
を
あ
げ
て

防
火
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。

文
化
財
防
火
デ
ー

宗
像
地
区
消
防
本
部
の
消
防
車
輌
五
台

と
宗
像
市
消
防
団
第
四
・
六
・
八
・
九
分
団

の
消
防
車
が
、
次
々
と
第
一
駐
車
場
に

到
着
。
各
部
隊
は
素
早
い
連
携
に
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
配
置
に
つ
き
、
一
斉
に
祈

願
殿
大
屋
根
に
放
水
、
本
番
さ
な
が
ら

の
消
火
活
動
を
繰
り
広
げ
数
分
後
無
事

鎮
火
と
な
り
消
火
活
動
を
終
了
し
た
。

消
火
活
動
終
了
後
、
宗
像
地
区
消
防

本
部
、
宗
像
市
教
育
委
員
長
、
宗
像
市

消
防
団
長
よ
り
講
評
が
行
わ
れ
、
最
後

に
神
島
宮
司
が
防
火
訓
練
協
力
の
御
礼

挨
拶
を
行
い
、
本
年
の
合
同
防
火
訓
練

は
無
事
終
了
し
た
。

来社した赤間西小学校6年生の10名

現
在
、
全
国
の
各
小
学
校
で
は
「
総
合
学
習
」
と

い
う
授
業
を
設
け
て
い
る
。
特
定
の
主
題
の
下
に

教
科
の
枠
を
払
っ
て
総
合
的
に
行
う
学
習
で
、
分

か
り
易
く
い
え
ば
何
を
し
て
も
良
い
時
問
だ
が
、

学
校
色
が
良
く
み
ら
れ
、
教
師
の
研
究
発
表
の
場

に
も
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
授
業
で
あ
る
。

赤
問
西
小
学
校
で
は
そ
の
総
合
学
習
を
『
イ

キ
イ
キ
学
習
]
と
呼
び
、
二
学
期
は
「
地
域
を

知
ろ
う
」
と
い
う
主
題
の
下
に
、
二
月
十
二
日

宗
像
市
役
所
・
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
・
鎮
国
寺
・
当

大
社
に
分
か
れ
実
地
学
習
を
行
っ
た
。

当
日
は
神
職
が
一
人
付
き
、
御
本
殿
を
は
じ

め
神
宝
館
等
の
境
内
を
二
時
間
に
亘
り
案
内
し

た
。
六
年
生
と
は
い
え
ま
だ
小
学
生
、
考
古
・

宗
教
学
的
な
話
は
難
し
い
か
と
も
思
わ
れ
た
が
、

ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
昨
夏
の
『
沖
ノ
島
大
国
宝

展
』
を
み
て
お
り
、
抵
抗
無
く
良
く
理
解
し
た

よ
う
で
あ
っ
た
。

一
通
り
案
内
を
終
え
―
―
-
0分
間
質
問
の
時
間

を
設
け
る
と
、
日
頃
か
ら
疑
問
に
思
っ
て
い
た

こ
と
な
ど
事
前
に
準
備
し
た
賀
問
が
寄
せ
ら
れ
、

中
に
は
「
職
員
は
何
人
い
ま
す
か
？
．
」
「
給
料
は
ど

こ
か
ら
出
る
ん
で
す
か
？
．
」
「
沖
ノ
島
は
ど
う
し

て
女
人
禁
制
な
の
で
す
か
」
等
す
る
ど
い
質
問
も

あ
っ
た
。

ま
た
、
興
味
が
あ
っ
た
と
付
き
添
っ
て
き
た

保
護
者
か
ら
の
質
問
の
方
が
子
供
達
よ
り
多
く
、

親
子
揃
っ
て
の
総
合
学
習
と
な
り
有
意
義
に
過

こ
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

赤
問
西
小
学
校
六
年
生
十
名

総
合
学
習
で
来
社

4
5
 

祈願殿での訓練

御礼の挨拶をする神島 宮司
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中
津
宮
の
鎮
座
さ
れ
る
筑
前
大
島
で
、

現
在
大
島
小
・
中
学
校
の
新
校
舎
工
事
が

進
ん
で
い
る
。

平
成
十
四
年
四
月
か
ら
、
小
・
中
学
校

そ
れ
ぞ
れ
「
校
舎
解
体
清
祓
」
「
起
工
式
」
を
、

昨
年
五
月
に
は
校
舎
下
の
「
古
井
戸
祓
」
を

中
津
宮
勤
務
の
神
職
が
執
り
行
い
、
工
事

が
開
始
さ
れ
中
学
校
棟

は
昨
春
す
で
に
完
成
、

中
学
生
は
新
校
舎
で
授

業
を
受
け
て
い
る
。
小

学
校
も
問
も
な
く
完
成

予
定
で
、
「
竣
工
式
」
は

両
校
舎
、
関
係
諸
施
設

が
完
成
す
る
四
月
二
十

五
日
と
な
っ
て
い
る
。

往
時
の
生
徒
数
が
多

い
時
に
は
一
学
年
ニ
ク

ラ
ス
は
あ
っ
た
が
、
現

在
少
な
い
学
年
で
は
六

人
と
い
う
ク
ラ
ス
も
あ
り
、

小
学
校
が
四
士
―
一
人
、

中
学
校
が
三
十
四
人
の

生
徒
数
で
あ
る
。

こ
の
少
な
い
生
徒
数

に
も
対
応
で
き
る
よ
う

に
と
、
昭
和
三
十
年
代
に
建
設
さ
れ
た
校

舎
の
横
に
新
校
舎
を
建
設
し
て
い
る
。
新

校
舎
に
は
図
書
館
・
多
目
的
ホ
ー
ル
も
完

備
し
、
学
習
発
表
会
、
学
校
集
会
を
行
う

ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
も
あ
る
。

大
島
は
昔
か
ら
教
育
熱
心
、
間
も
な
く

大
島
全
島
民
の
夢
が
叶
う
。

新校舎完成予想図

大
島
小
中
学
校
新
校
舎
に

＼
問
も
な
く
工
事
終
了
＼

. 
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宗
像
郡
福
間
町
の
福
間
中
学
校
二
年

生
四
名
が
、
大
工
、
漁
師
、
本
屋
、
お
菓

子
屋
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
な
ど
様
々
な

職
場
の
中
か
ら
当
大
社
を
選
び
、
二
月

十
二
十
三
日
職
場
体
験
学
習
を
行
っ
た
。

①
宗
像
大
社
を
選
ん
だ
理
由

②
白
衣
を
き
て
み
て

③
社
頭
に
た
っ
て
み
て

④
感
じ
た
こ
と

右より、上野さん、井上さん、林田君、加藤君

上
野
遥
（
一
四
歳
）

①
巫
女
さ
ん
の
格
好
を
し
て
み
た
か
っ
た
。

②
新
鮮
、
階
段
を
登
る
時
に
つ
ま
づ
き

そ
う
。

③
神
職
さ
ん
、
巫
女
さ
ん
と
も
意
外
と

忙
し
い
。

④
神
社
で
の
仕
事
内
容
が
少
し
分
か
っ
た
。

井
上
ま
り
恵
（
一
四
歳
）

①
緋
袴
を
着
て
み
た
か
っ
た
か
ら
。
神

社
に
興
味
が
あ
っ
た
か
ら
。

②
身
が
引
き
締
ま
る
。

③
普
通
の
商
売
と
は
違
っ
て
、
接
客
態

度
が
違
う
。

④
建
物
と
森
が
一
体
と
な
っ
て
い
て
、

荘
厳
な
雰
囲
気
に
驚
い
た
。

林
田
充
泰
(
-
三
歳
）

①
家
族
で
宗
像
大
社
に
参
拝
し
た
こ
と

が
あ
り
、
ど
ん
な
仕
事
を
す
る
の
か

興
味
が
あ
っ
た
か
ら
。

②
大
き
か
っ
た
（
彼
は
身
長

1
1

一
四
〇

セ
ン
チ
、
体
重
1
1

ニ
九
キ
ロ
と
小
柄
）

③
巫
女
さ
ん
は
計
算
し
て
た
か
と
思
う

と
、
す
ぐ
参
拝
者
に
親
切
に
応
対
を
し

て
、
そ
の
切
り
替
え
が
す
こ
か
っ
た
。

④
神
社
は
歴
史
が
あ
り
、
日
本
人
の
歴

史
そ
の
ま
ま
だ
と
感
じ
た
。

加
藤
雄
大
（
一
四
歳
）

①
古
い
建
物
に
興
味
、
じ
っ
く
り
見

て
み
た
か
っ
た
。

②
剣
道
清
み
た
い
だ
け
ど
、
着
心
地

が
良
か
っ
た
。

③
ピ
リ
ピ
リ
し
た
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た

け
ど
、
内
側
（
授
与
所
内
）
は
と
て
も

楽
し
か
っ
た
。

④
古
代
か
ら
続
く
歴
史
が
あ
る
だ
け

で
な
く
、
現
在
も
た
く
さ
ん
の
お

参
り
が
あ
り
驚
い
た
。

四
人
に
は
境
内
、
神
宝
館
の
見
学
は

勿
論
、
本
殿
・
祈
願
殿
両
授
与
所
に
つ

い
て
も
ら
い
、
実
際
に
御
守
・
御
札
の

授
与
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
参
拝
者
と

し
て
何
度
か
来
社
し
た
よ
う
だ
が
、
神

社
の
内
側
（
授
与
す
る
側
）
に
入
る
の
は

初
め
て
の
体
験
で
、
ど
ん
な
仕
事
を
す

る
の
か
想
像
も
つ
か
な
か
っ
た
そ
う
だ

が
、
ハ
キ
ハ
キ
と
受
け
答
え
が
で
き
楽

し
そ
う
に
御
奉
仕
し
て
い
た
。

こ
の
二
日
間
の
経
験
を
生
か
し
て
、

勉
学
に
励
み
今
後
の
職
業
選
択
の
際
に

役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。
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宗
像
大
社
か
ら
東
南
に
約
十
キ
ロ
、

前
号
の
許
斐
三
御
前
社
（
八
幡
神
社
）
か

ら
近
年
新
た
に
「
宗
像
市
民
憩
い
の
場
」

と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
、
宗
像
市

王
丸
の
許
斐
山
登
山
道
を
の
ぼ
り
始

め
る
と
、
ほ
ど
な
く
右
手
に
古
い
石

段
が
見
え
る
。

ご＂
士”~

し迫

—` 言二二逼饉ヽ玉よデ胃の七がに坪刻
許斐上七郎殿・許斐下津七郎殿 揆｝塁：言［望：ヽ；責ノ虐｝
吉神所中 至殿許な櫂に天山岡 社とし祠内、居
野事＝行十る一斐ら現ま神に県御で許てがに自に
期に下事四ま所櫂すとし第あ地祭魯斐お二は然竺
神つ七に世で：現゜奉ま七り理神 下り座 林六
事い郎は紀のど脊宗稲す代°全はと津‘と本に之
目て殿‘半記ぁ園像と故伊在誌伊昇七今木殿囲評
録息祠王ば述り小末云に弊家にり半て郎回造拝ま吐
に載ー七のも、神社へ‘朋のは諾ぃ殿のの殿れの
ももと郎正見祭上記共高尊説 命るは許境‘た文
許ぁ見殿平え事七に‘津中に評° °‘斐内右約字
斐りぇ一年るに郎は詳七央‘斐福 そ上社手百が

゜

三
十
五
許
斐
上
七
郎
殿
・
許
斐
下
津
七
郎
殿

像め
ぐ
り

許斐山登山道入口

社
に
つ
い
で
、
祭
礼
の
事
が
記
さ
れ

て
い
る
。

更
に
、
慶
安
神
事
次
第
の
許
斐
踏

歌
事
の
條
に
は
、
「
七
郎
殿
、
庭
に
て

さ
く
。
5

中
略
5

ち
は
や
ふ
る
七
郎

殿
の
ゆ
ふ
た
す
き
、
下
句
は
同
前
」
「
次

七
郎
殿
、
御
前
に
て
わ
く
。
ち
は
や

ふ
る
七
郎
殿
の
ゆ
ふ
た
す
き
、
か
け

て
の
の
ち
は
た
の
し
か
り
け
り
」
と
あ

り
、
明
細
帳
に
よ
る
と
、
現
在
は
六

ロ
溢

灼
i
-

.

`

L

 

tt. 
rJ4ｷ 

之
神
社
の
境
内
社
と
し
て
七
郎
神
社

と
稲
し
、
高
津
七
郎
櫂
現
を
祭
る
も

の
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
下
津
七

郎
を
も
併
せ
祀
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
と
あ
る
。

六
之
神
社
境
内
に
鎮
座
す
る
今
回

の
末
社
は
、
多
く
の
市
民
が
登
山
遊

歩
を
楽
し
ん
で
い
る
、
「
許
斐
山
登
山

道
」
入
口
の
小
高
い
丘
に
鎮
座
し
て
い

る
が
、
駐
車
場
や
公
園
等
周
辺
の
整

備
状
況
に
比
べ
、
御
社
殿
並
び
に
境

内
整
備
が
遅
れ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
。

神
奈
備
山
を
愛
し
、
山
頂
の
王
子

神
社
（
許
斐
宮
）
に
参
拝
し
よ
う
と
、
山

に
登
る
人
々
を
、
常
に
見
守
る
お
社

に
相
応
し
い
御
神
域
と
し
て
整
備
さ

れ
た
ら
と
感
じ
た
古
社
で
あ
る
。

沖
ノ
島
ビ
デ
オ
頒
布
終
了

一
昨
年
、R
K
B
毎
日
放
送
の

御
協
力
で
制
作
さ
れ
ま
し
た
ビ
デ

オ
、
「
「
神
の
宿
る
島
j
海
の
正

倉
院
・
沖
ノ
島
」
の
在
庫
が
全
て
な

く
な
り
ま
し
た
の
で
、
頒
布
を
終

了
致
し
ま
す
。

お
受
け
い
た
だ
き
ま
し
た
御
崇

敬
者
の
皆
様
に
篤
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

宗
像
大
社
春
ま
つ
り
の
御
案
内

春
の
大
祭
を
左
記
行
事
日
程
で
斎

行
致
し
ま
す
の
で
、
皆
様
方
お
誘
い

の
上
、
御
参
拝
下
さ
い
ま
す
よ
う
御

案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

●
三
月
三
十
一
旦
水
）

午
後
五
時
総
社
地
主
祭

午
後
六
時
宵
宮
祭

●
四
月
一
旦
木
）

午
前
十
一
時

大
祭
（
氏
子
奉
幣
・
主
基
地
方
風

俗
舞
浦
安
舞
）

●
四
月
二
旦
金
）

午
前
十
一
時

総
社
祭
（
献
上
若
布
採
取
者
表
彰
）

交
通
安
全
講
社
祭

午
前
十
一
時
四
十
分

宗
像
護
国
神
社
祭

高
宮
祭

第
二
宮
・
第
三
宮
祭

午
後
二
時

献
茶
祭
（
南
坊
流
小
方
社
中
）
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暖
冬
と
い
わ
れ
た
今
年
の
冬
だ
っ

た
が
、
大
寒
波
が
二
度
や
っ
て
き
た
。

三
寒
四
温
が
普
通
だ
が
、
珍
し
く
一

週
間
寒
さ
が
居
続
き
、
そ
の
間
小
雪

が
舞
い
、
山
は
積
雪
に
見
舞
わ
れ
た
。

一
月
二
二
日
、
う
っ
す
ら
と
雪
が

積
っ
て
い
た
。
早
速
、
花
見
海
岸
の

雪
景
色
を
撮
る
た
め
海
岸
へ
。
自
転

車
で
広
い
範
囲
に
写
真
を
撮
ろ
う
と

思
っ
た
が
、
道
路
が
凍
結
し
て
、
車

は
ノ
ロ
ノ
ロ
運
転
で
渋
滞
し
て
い
る
。

私
の
方
は
、
ほ
と
ん
ど
押
し
て
海
岸
へ
。

海
岸
は
大
荒
れ
で
、
強
風
と
護
岸
の

（続）

ゞ
疇
・
ー
、

鴫
ー
·

ー

古賀花見海岸

し
ぶ
き
で
、
海
岸
道
路
は
あ
ま
り
積

雪
は
な
か
っ
た
。
現
在
福
間
や
古
賀

は
防
風
の
竹
柵
が
痛
み
が
激
し
い
の
で
、

新
し
く
間
伐
材
を
使
っ
て
の
工
事
が

行
わ
れ
一
部
完
成
し
て
い
る
。
（
新
し

い
防
風
柵
は
、
高
さ
三
メ
ー
ト
ル
、
一
・

五
メ
ー
ト
ル
ニ
段
組
み
、
直
径
八
セ

ン
チ
の
丸
太
を
半
分
に
し
た
も
の
）

雪
は
そ
の
上
部
に
吹
き
つ
け
ら
れ

て
い
た
。
（
写
真
）

漁
は
大
荒
れ
で
、
護
岸
は
激
浪
が

叩
き
つ
け
て
い
る
。
そ
の
波
間
に
数

匹
の
ウ
ス
バ
ハ
ギ
（
海
岸
よ
り
や
や
沖

合
い
の
海
底
に
す
む
。
全
長
七
五
セ

ン
チ
に
も
な
る
。
漂
着
す
る
の
は
四

0
ー
五
0
セ
ン
チ
）
が
流
れ
て
い
る
。

網
も
持
た
ず
、
た
だ
護
岸
の
上
か

ら
オ
ロ
オ
ロ
す
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

そ
の
先
に
砂
が
溜
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、

そ
こ
で
四
六
セ
ン
チ
の
ウ
ス
バ
ハ
ギ

が
一
匹
漂
着
し
て
い
る
の
を
拾
っ
た
。

、
し
、

し
し

た
だ
し
182 

昨
夏
、
当
大
社
神
宝
館
で
開
か

れ
た
「
沖
ノ
島
物
語
『
海
の
正
倉
院
・

沖
ノ
島
大
国
宝
展
』
」
の
図
録
を
同

実
行
委
員
会
（
会
長
1
1

吉
武
邦
彦
氏
）

が
一
月
二
十
三
日
、
市
内
の
小
中

学
校
二
十
校
と
公
立
図
書
館
に
、

各
三
5

五
冊
づ
つ
寄
贈
し
た
。

こ
の
図
録
は
国
宝
展
を
記
念
し
、

（
株
）
ゼ
ネ
ラ
ル
ア
サ
ヒ
の
全
面
協

力
を
得
て
製
作
さ
れ
た
も
の
で
、

A
4
版
、
八
十
ペ
ー
ジ
。
四
世
紀

後
半
S

十
世
紀
初
頭
ま
で
沖
ノ
島
で

し
さ
い

行
わ
れ
た
古
代
祭
祀
の
変
遷
や
、
祭

祀
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
国
宝
・
重
要

文
化
財
な
ど
を
カ
ラ
ー
写
真
で
紹
介

し
て
い
る
。

吉
武
会
長
は
「
沖
ノ
島
を
知
ら
な

い
子
供
も
多
い
。
図
録
を
通
し
て
郷

土
の
歴
史
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら
い
、

愛
着
心
や
誇
り
を
は
ぐ
く
ん
で
も
ら

え
れ
ば
」
。

原
田
宗
像
市
長
は
「
戦
後
教
育
は

昨
夏
の
大
国
宝
展
の
図
録

市
内
の
小
・
中
学
校
、
公
立
図
書
館
へ
寄
贈

二
度
に
わ
た
る
大
寒
波
で
時
化
が

続
き
、
例
年
に
な
く
浜
は
カ
ワ
ハ
ギ

拾
い
で
賑
わ
っ
た
。
古
賀
花
見
で
二

0
匹
拾
っ
た
人
も
い
た
し
、
あ
ち
こ

ち
で
解
体
さ
れ
た
頭
部
と
皮
が
見
ら

れ
た
。
二
月
八
日
の
日
曜
日
は
久
し

ぶ
り
の
晴
天
だ
っ
た
が
、
一
・
五
キ
ロ

の
浜
で
二
五
人
に
出
会
っ
た
。

い
ま
ハ
リ
セ
ン
ボ
ン
の
漂
着
が
多
い
。

今
年
の
漂
着
は
、
例
年
見
ら
れ
る
一

二
s

一
三
セ
ン
チ
よ
り
少
し
大
き
く
、

一
七s

一
八
セ
ン
チ
ほ
ど
あ
る
。
波

打
ち
際
に
そ
っ
て
、
白
い
腹
部
を
出

し
た
も
の
や
、
威
嚇
の
た
め
体
を
ふ

く
ら
ま
せ
て
針
の
山
に
な
っ
て
い
る

も
の
も
あ
る
。
古
賀
花
見
で
一0
メ

ー
ト
ル
の
範
囲
で
数
え
て
み
た
ら
三

0
匹
あ
っ
た
。

今
年
は
ソ
デ
イ
カ
の
漂
着
は
少
な

か
っ
た
よ
う
だ
が
、
寒
波
の
影
響
で

カ
ワ
ハ
ギ
が
多
い
。

他
に
、
津
屋
崎
宮
司
浜
で
一
七
・
五

セ
ン
チ
の
キ
ン
メ
ダ
イ
を
拾
っ
た
。

波
打
ち
際
で
背
鰭
を
動
か
し
て
い
た
。

正
月
の
二
日
に
は
古
賀
花
見
の
海

岸
で
二
0
セ
ン
チ
ほ
ど
の
ヨ
ウ
ジ
ウ

オ
（
楊
子
魚
）
を
拾
っ
た
。
海
藻
の
中
に

混
じ
っ
て
、
朽
木
み
た
い
に
見
え
た
、

伝
統
文
化
や
郷
土
の
歴
史
を
置
き

去
り
に
し
て
き
た
面
が
あ
る
。
図

録
を
活
用
し
て
、
子
供
た
ち
に
ふ

る
さ
と
の
宝
を
学
ん
で
ほ
し
い
」

と
話
し
て
い
る
。

●お求めは宗像大社神宝館電話(0940)62-1311 まで
※遠方の方は、お送り致します。

楊
子
魚
と
い
う
の
に
納
得
。
こ
の
魚
は

細
長
く
、
吻
は
管
状
を
し
て
長
く
突
出

て
お
り
、
そ
の
先
端
に
小
さ
な
口
が
あ

る
。
小
型
の
甲
殻
類
な
ど
の
小
動
物
を

吸
い
込
ん
で
食
べ
る
そ
う
で
あ
る
。
沿

岸
の
波
の
静
か
な
海
藻
の
多
い
と
こ
ろ

に
い
る
。
雄
の
腹
部
に
育
児
襄
が
あ
っ

て
卵
を
保
護
す
る
。
全
長
三0セ
ン
チ

に
な
る
が
二0
セ
ン
チ
の
も
の
が
多
い
。

日
本
・
朝
鮮
・
東
シ
ナ
海
・
フ
ィ
リ
ピ
ン

に
分
布
（
魚
の
事
典
）
。

海
が
荒
れ
た
時
に
は
、
海
藻
の
中
に

思
い
が
け
な
い
漂
麓
物
が
あ
っ
て
楽
し

、
。

' 
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今
月
の
作
品
の
批
評
添
削
に
あ
た
り
、
感
動
の
統
一
の
た
め
に
は
核
心
だ
け
を
詠
う

こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
叙
述
が
丁
寧
す
ぎ
な
い
よ
う
注
意
す
る
こ
と
。
条
件
を
そ
ろ
え

る
と
当
り
前
の
こ
と
と
な
り
散
文
化
す
る
き
ら
い
が
あ
る
。
を
基
本
と
し
ま
し
た
。

大
井
木
原
ふ
さ
子

●
淡
雪
の
残
る
塀
際
に
ぱ
っ
ち
り
と
四
季
咲
き
あ
や
め
の
び
と
つ
紫

主
臨
で
あ
る
四
季
咲
あ
や
め
を
際
立
せ
る
た
め
に
は
他
の
名
詞
は
目
立
た
な
い
よ
う
に
す
る
。
こ
の

一
首
で
は
「
淡
雪
」
。

雪
の
ま
だ
残
る
塀
際
ぱ
っ
ち
り
と
四
季
咲
き
あ
や
め
の
紫
び
ら
く

朝
野
藤
井
浩
子

・
五
年
日
記
五
冊
目
と
な
り
上
段
に
書
き
こ
み
つ
つ
も
残
り
を
思
ふ

「
残
り
を
思
ふ
」
ま
で
言
っ
て
し
ま
っ
て
は
歌
が
浅
く
な
る
。
何
を
書
い
た
か
が
必
要
、
そ
れ
が
集
中

的
叙
述
、
例
え
ば

五
年
日
記
五
冊
目
と
な
り
上
段
健
康
健
詠
と
ペ
ン
太
く
書
く

日
の
里
大
和
美
由
紀

●
て
ん
て
ん
と
毬
つ
く
f
J
と
く
白
菜
を
撫
で
て
巻
き
し
を
確
か
め
て
行
く

上
句
を
受
け
て
の
下
句
の
「
撫
で
て
」
は
毬
の
感
じ
か
ら
遠
ざ
か
る
し
、
「
行
く
」
は
説
明
的
と
な
る
の
で

流
れ
去
る
落
葉
も
あ
れ
ば
渦
巻
き
て
ま
た
水
口
に
戻
る
葉
の
あ
り

鐘
崎
安
永
久
子

●
戦
時
下
の
事
こ
ま
f
J
ま
と
同
室
の
姻
の
語
り
に
若
き
日
の
吾
が
顕
つ

結
句
の
「
吾
が
」
は
破
調
だ
し
、
短
歌
で
は
吾
は
な
る
べ
く
出
さ
な
い
よ
う
に
し
、
助
詞
を
少
し

変
え
て

戦
時
下
の
事
こ
ま
こ
ま
と
同
室
の
姻
が
語
る
に
若
き
日
の
顕
つ

八
幡
東
永
田
久
美
子

●
初
霜
を
踏
み
つ
つ
摘
み
し
七
草
も
今
は
ス
ー
パ
ー
の
店
先
並
ぶ

原
作
の
下
句
で
は
、
ス
ー
パ
ー
の
店
先
が
並
ん
で
い
る
よ
う
な
の
で
、
助
詞
を
丁
寧
に
入
れ

初
霜
を
踏
み
つ
つ
摘
み
し
七
草
も
今
は
ス
ー
パ
ー
の
店
先
に
あ
り

日
の
里
石
松
弘
次

●
捻
挫
し
て
脚
を
引
き
摺
る
明
け
暮
れ
に
わ
が
歌
が
載
る
新
春
百
首
に

こ
の
ま
ま
で
は
足
を
捻
挫
し
た
こ
と
が
主
題
か
、
歌
が
採
ら
れ
て
載
っ
た
こ
と
が
主
題
か
判
ら

な
い
。
こ
の
場
合
上
句
は
カ
ッ
ト
し
て

第
五
―
一
回

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
野
展
男
選
毎
月
2
5日メ
切

短
歌
新
皿
一
月
号
に
わ
が
歌
の
新
春
百
人
一
首
に
載
り
ぬ

で
喜
び
が
出
る
、
こ
れ
が
一
点
集
中
の
詠
み
方
で
あ
る
。

光
岡
河
村
久
光

●
カ
セ
ッ
ト
の
艶
歌
を
皿
き
お
り
夕
餌
後
に
残
暑
の
西
日
な
お
も
照
り
つ
く

面
き
お
り
」
の
「
り
」
は
終
止
形
で
次
に
続
か
な
い
の
で
「
る
」
の
連
体
形
と
し
、
「
夕
餡
後
に
j
の

「
に
」
も
「
は
」
と
し
て
共
に
次
の
句
に
な
め
ら
か
に
つ
な
が
る
よ
う
に
す
る
。

カ
セ
ッ
ト
の
艶
歌
皿
き
お
る
夕
餓
後
は
残
暑
の
西
日
な
お
も
照
り
つ
く

田
熊
吉
田
ま
す
み

●
幾
人
の
人
と
の
め
ぐ
り
思
び
つ
つ
一
人
生
く
る
に
あ
ら
ざ
る
を
知
る

二
句
の
「
め
ぐ
り
思
ひ
つ
つ

lの
め
ぐ
り
は
め
ぐ
り
会
ひ
の
問
違
い
と
思
ふ
の
で
、
そ
こ
を
直
し
、

幾
人
の
人
と
の
出
会
び
を
思
ふ
と
き
一
人
生
き
る
に
あ
ら
ざ
る
を
知
る

田
野
森
甲
子

●
わ
が
星
を
見
守
り
在
す
氏
神
の
大
き
銀
杏
の
肌
温
か
し

こ
の
ま
ま
で
も
い
い
が
、
「
銀
杏
の
」
の
「
の
」
は
内
に
こ
も
る
の
で
、
「
は
」
と
外
に
発
散
さ
せ
て

天
き
銀
杏
」
を
受
け
止
め
た
い
。
四
句
は
「
大
き
銀
杏
は
」
で
あ
る
。

吉
留
高
山
信
子

●
如
何
に
し
て
も
高
千
穂
神
社
に
詣
り
た
い
女
孫
が
大
晦
日
車
走
ら
す

田
野
森
つ
る
の

●
集
落
の
盃
に
行
き
し
良
男
の
も
ど
る
を
待
ち
て
雑
煮
始
ま
る

池
田
森
龍
子

●
祭
り
の
宵
求
め
し
千
両
恨
付
き
良
く
壷
に
溢
れ
て
初
春
飾
る

福
間
中
村
勇

●
博
多
弁
な
じ
ま
ぬ
娼
仙
台
を
東
北
訛
で
自
慨
し
語
る

大
島
越
智
治
子

●
水
仙
は
島
の
象
徴
野
に
山
に
咲
く
を
尋
ね
て
一
人
歩
き
ぬ

東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

●
孫
は
今
日
成
人
式
を
迎
う
る
と
夫
は
朝
よ
り
国
旗
を
掲
ぐ

津
屋
崎
佐
々
木
和
彦

●
皓
皓
と
照
る
月
光
を
踏
み
行
け
ば
眼
下
の
町
の
灯
り
は
冴
え
る

福
間
池
浦
千
鶴
子

●
道
連
れ
の
や
う
に
枯
策
は
吹
く
風
に
か
さ
こ
そ
と
す
る
わ
が
前
う
し
ろ

選
者
詠

ァ
ロ
エ
の
花
詠
み
に
来
る
ね
と
帰
り
た
る
娘
よ
歌
に
う
つ
つ
抜
か
す
な

二
回
ほ
ど
雪
を
か
ぶ
り
し
庭
の
梅
離
々
と
し
白
き
花
ひ
ら
き
ゆ
く

吾
も
妻
も
そ
れ
ぞ
れ
部
屋
に
籠
る
昼
吾
は
怠
け
の
部
屋
こ
も
り
な
り

光
岡
井
上
嘉
治

初
雪
を
冠
り
て
連
山
唯
黙
す

光
岡
白
土
凌
一

雪
ふ
り
て
子
供
よ
ろ
こ
ぶ
吾
楽
し

東
郷
宗
風
社
俳
句
会

吉
武
湧
水

福
笹
や
恵
方
詣
で
の
家
族
連
れ

吉
田
杏
子

冬
薔
薇
の
色
暖
か
し
粉
雪
降
る

三
浦
美
千
代

母
眠
る
傍
へ
の
湖
や
鳩
泳
ぐ

田
中
雨
葉

寒
鯉
沈
み
ぬ
勁
く
は
水
の
雲

木
原
房
子

枯
菊
も
焚
き
た
る
煙
塀
を
逼
ふ

日
の
里
花
田
い
つ
枝

鬼
燻
満
天
の
星
焦
が
し
け
り

福
間
森
清

如
月
や
遠
峯
も
人
も
変
ら
ざ
る

“
l
l口
[
H□

ヶ
月
が
経
ち
ま
す
『
叔
父
さ
ん
』
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
。
『
お
兄
さ
ん
』

を
自
負
し
て
い
た
だ
け
に
、
嬉
し
い
の

に
複
雑
で
す
T
先
日
、
赤
間
西
小
学
校

の
生
徒
が
総
合
学
習
の
授
業
で
、
当
大

社
の
御
由
緒
・
神
社
神
道
を
説
明
案
内
し

て
ほ
し
い
と
来
社
し
ま
し
た
。
子
供
は

苦
手
で
す
が
、
気
付
く
と
自
ら
『
お
兄
さ

ん
』
で
は
な
く
「
お
じ
さ
ん
に
つ
い
て
お

い
で
」
と
か
言
っ
て
い
る
自
分
が
い
ま
し

こ
の
か
た

た
T
神
武
以
来
、
連
綿
と
繰
り
返
さ
れ

る
こ
の
気
持
ち
。
こ
う
し
て
家
が
出
来

て
国
が
出
来
る
と
『
建
国
の
日
』
に
ふ

と
想
い
ま
し
た
。

(
M
.
o
)

宗
像
大
社
歌
会

俳
句
作
品
集
（
四
八
六
）
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